誘惑 

II 或 シナリオ I 

芥川龍之介 



2 

日本の 南部の 或 山み ち。 大きい 樟の 木の 枝 を 張った 

ほらあな しばら き こ 

向う に 洞穴の 口が 一つ 見える。 暫くた つてから 木 樵 

りが 二人。 この 山 みちを 下って 来る。 木 樵リの 一人 は 

洞穴 を 指さし、 もう 一 人に 何 か 話しかける。 それから 

二人とも 十字 を 切り、 はるかに 洞穴 を 礼拝す る。 

3 



こずえ し ぼ 

この 大きい 樟の 木の 梢。 尻つ 尾の 長い 猿が 一匹、 

すわ 

或 枝の 上に 坐った まま、 じっと 遠い 海 を 見守って いる。 

ほまえせん そう 

海の 上に は 帆前船が 一 艘。 帆前船 はこ ちらへ 進んで 来 

るら しい。 

4 

海 を 走 つてい る 帆前船が 一 艘。 

5 



この 帆前船の 内部。 紅毛人の 水夫が 二人、 檣の 下 

に賽を 転がして いる。 そのうちに 勝負の 争い を 生じ、 

一 人の 水夫 は 飛び立つ が 早い か、 もう 一 人の 水夫の 横 

腹へ ずぶ りと ナイフ を 突き立てて しまう。 大勢の 水夫 

は 二人の まわりへ 四方八方から 集まって 来る。 

6 

仰向けに なった 水夫の 死に顔。 突然 その 鼻の 穴から 

尻つ 尾の 長い 猿が 一匹、 顋の 上に 這い 出して 来る。 が、 

たち ま 

あたり を 見 まわした と 思う と 忽 ち 又 鼻の 穴の 中 へ は 



い つ てし まう。 

7 

上から 斜めに 見お ろした 海面。 急に どこか 空中から 

水夫の 死骸が 一 つ 落ちて 来る。 死骸 は 水け ぶりの 立つ 

た 中に 忽ち 姿 を 失って しまう。 あとに は 唯浪の 上に 猿 

が 一 匹 もがいて いるば かリ。 

8 



海の 向う に 見える 半島。 

9 

前の 山み ちに ある 樟の 木の 梢。 猿 はや はリ 熱心に 海 

の 上の 帆前船 を 眺めて いる。 が、 やがて 両手 を 挙げ、 

みなぎ 

顔 中に 喜び を 漲らせる。 すると 猿が もう 一 匹い つか 

同じ 枝の 上に ゆらり と 腰をおろ している。 二 匹の 猿 は 

てまね 

手真似 をしながら、 暫く 何 か 話しつ づける。 それから 

後に 来た 猿 は 長い 尻つ 尾 を 枝に まきつけ、 ぶら りと 宙 

に 下った まま、 樟の 木の 枝 や 葉に 遮られた 向う を 目の 



上に 手 を やって 眺め はじめる。 

o 

前 の 洞穴 の 外部。 芭蕉 や 竹の 茂った 外に は 何も そこ 

に 動いて いない。 そのうちに だんだん 日の 募になる。 

こラ +P り 

すると 洞穴の 中から 蝙蝠が 一 匹 ひらひらと 空へ 舞い 

上 つ て 行く。 



この 洞穴の 内部。 「さん • せ ばす ちあん」 がた つた 一 

人 岩の 壁の 上に 懸けた 十字架の 前に 祈って いる。 「さ 

ん • せば すち あん」 は 黒い 法服 を 着た、 四十に 近い 日 

ろうそく みずがめ 

本人。 火 をと もした 一 本の 蠟燭は 机 だの 水瓶 だの を 照 

らして いる。 

2 

ほ もちろ A 

蠟燭の 火 かげの 落ちた 岩の 壁。 そこに は 勿論 はっき 

りと 「さん. せば すち あん」 の 横顔 も 映って いる。 そ 

の 横顔の 頸す じ を 尻つ 尾の 長い 猿の 影が 一 つ 静かに 頭 



の 上へ 登り はじめる。 続いて 又 同じ 猿の 影が 一 つ。 

3 

「さん • せば すち あん」 の 組み合せた 両手。 彼の 両手 

はいつ の 間に か 紅毛人の パイプ を 握って いる。 パイプ 

は 始めは 火 をつ けて いない。 が、 見る見る 空中へ 煙草 

の 煙 を 挙げ はじめる。 



前の 洞穴の 内部。 「さん • せば すち あん」 は 急に 立ち 

上り、 パイプ を 岩の 上へ 投げつ けて しまう。 しかし パ 

あいかわらず 

ィプは 不相変 煙草の 煙 を 立ち 昇らせて いる。 彼 は 驚き 

を 示した まま、 二度と パイプに 近 よらない。 

5 

おもむ 

岩の 上に 落ちた パイプ。 パイプ は 徐ろに 酒 を 入れ 

た 「ふらす こ」 の 瓶に 変って しまう。 のみならず その 

又 「ふらす こ」 の 瓶 も 一 きれの 「花 かすて いら」 に 変つ 

てし まう。 S 後に その 「花 かすて いら」 さえ 今 はもう 



しょくもつ けいせい なまめ か 

食物で はない。 そこに は 年の 若い 傾城が 一人、 艷 

ひざ たれ 

しい 膝 を 崩した まま、 斜めに 誰かの 顔 を 見上げて いる。 



6 

かみ はんしん 

「さん • せば すち あん」 の 上半身。 彼 は 急に 十字 を 切 

る。 それから ほっとした 表晴を 浮かべる。 



尻つ 尾の 長い 猿が 二 匹 一本の 蠟燭の 下に 蹲 つてい 

る。 どちらも 顔をしかめながら。 

8 

前の 洞穴の 内部。 「さん • せば すち あん」 はもう 一 度 

十字架の 前に 祈って いる。 そこへ 大きい 梟が 一羽 

さっと どこから か 舞い 下って 来る と、 一 煽ぎに 蠟燭の 

火 を 消して しまう。 が、 一 すじの 月の 光 だけ はかす か 

に 十字架 を 照らして いる。 



方形の 窓 を 突きぬ け てし まう。 今度 見え る の は 家 の 後 

ろの 畠。 畠に は 四十に 近い 女が 一 人 せっせと 穂 麦 を 

刈り干し ている。 



のぞ 

長方形の 窓を靦 いている 「さん . せば すち あん」 の 

かみ はんしん 

上半身。 但し 斜めに 後ろ を 見せて いる。 明る いのは 窓 

の 外ば かり。 窓の 外 はもう 畠で はない。 大勢の 老若 

男女の 頭が 一面に そこに 動いて いる。 その 又 大勢の 頭 

ひろ 

の 上に は 十字架に 懸 つた 男女が 三人 高 だかと 両腕 を拡 



げ ている。 まん 中の 十字架に 懸 つた 男 は 全然 彼と 変り 

はない。 彼 は 窓の 前 を 離れよう とし、 思わず よろよろ 

と傻れ かかる。 

2 

ほらあな 

前の 洞穴の 内部。 「さん • せば すち あん」 は 十字架の 

下の 岩の 上へ 倒れて いる。 が、 やっと 顔 を 起し、 月明 

リの 落ちた 十字架 を 見上げる。 十字架 はいつ か 初い 初 

いしい 降誕の 釈迦に 変って しまう。 「さん • せば すち 

あん」 は 驚いた ようにこう 云う 釈迦 を 見守った 後、 急 



に 又 立ち上って 十字 を 切る。 月の 光の 中 を かすめる、 

大きい 一羽の 梟 の 影。 降誕の 釈迦 はもう 一 度 もとの 

十字架に 変って しまう。 



2 

2 



前の 山み ち。 月の 光の 落ちた 山み ち は 黒い テ エブル 

に 変つ てし まう。 テ エブルの 上に は トランプが 一 組。 

そこへ 男の 手が 二つ 現れ、 静かに トランプ を 切った 上、 

左右へ 札 を 配り はじめる。 



「さん. せば すち あん」 の 右の 耳。 耳た ぶの 中には 樹 

木が 一本 累々 と 円い 実 をみ のらせて いる。 耳の 穴の 中 

くさはら 

は 花の 咲いた 草原。 草 は 皆 そよ風に 動いて いる。 

5 

2 

前の 洞穴の 内部。 但し 今度 は 外部に 面して いる。 円 

光 を 頂いた 「さん • せば すち あん」 は 十字架の 前から 

立ち上り、 静かに 洞穴の 外へ 歩いて 行く。 彼の 姿の 見 

えなくな つた 後、 十字架 はおの ずから 岩の 上へ 落ちる。 



みずがめ おど こご 

同時に 又 水瓶の 中から 猿が 一 匹 躍り 出し、 怖 わ 怖 わ 十 

字 架に 近づこう とする。 それから すぐに 又もう 一 匹。 

6 

2 

この 洞穴の 外部。 「さん. せば すち あん」 は 月の 光の 

もちろん 

中に 次第に こちらへ 歩いて 来る。 彼の 影 は 左に は 勿論、 

右に ももう 一 つ 落ちて いる。 しかも その 又 右の 影 は 鰐 

の 広い 帽子 を かぶり、 長い マントル を まとって いる。 

ほ とん ふさ 

彼 は その上 半身に 殆ど 洞穴の 外 を 塞いだ 時、 ちょつ 

と 立ち止ま つ て 空 を 見上げる。 



星ば かり 点々 とかが や いた 空。 突然 大き い 分度器が 

おおまた 

一 つ 上から 大股に 下って 来る。 それ は 次第に 下る のに 

従い、 やはり 次第に 股 を 縮め、 とうとう 両脚 を 揃えた 

と 思う と、 徐ろに 霞んで 消えて しまう。 

8 

2 

やみ 

広い 暗の 中に 懸 つた 幾つかの 太陽。 それ 等の 太陽の 



まわりに は 地球が 又 幾つ もま わって いる。 



前の 山み ち。 円光 を 頂いた 「さん. せば すち あん」 

は 二つの 影 を 落した まま、 静かに 山 みちを 下って 来る。 

くす たたず 

それから 樟の 木の 根 もとに 佇み、 じっと 彼の 足 もと 

を 見つめる。 



斜めに 上から 見お ろした 山み ち。 山み ちに は 月の 光 

の 中に 石ころが 一 つ 転がって いる。 石ころ は 次第に 

せきふ 

石斧に 変り、 それから 又 短剣に 変り、 最後に ピストル 

に 変って しまう。 しかし それ ももう ピストル ではない 

い つか 又もとの ように 唯の 石ころに 変って いる。 

3 

前の 山み ち。 「さん. せば すち あん」 は 立ち止まった 

まま、 やはり 足 もと を 見つめて いる。 影の 二つ ある こ 

とも 変り はない。 それから 今度 は 頭 を 挙げ、 樟の 木の 



幹 を 眺め はじめる。 

2 

3 

月の 光 を 受けた 樟の 木の 幹。 荒 あらしい 木の 皮に 鎧 

われた 幹 は 何も 始めは 現して いない。 が、 次第に その 

上に 世界に 君臨した 神々 の 顔が 一 つず っ鮮 かに 浮んで 

来る。 最後に は 受難の 基督の 顔。 最後に は 9 —— いや、 

「最後に は」 ではない。 それ も 見る見る 四つ 折リ にし 

た 東京 X X 新聞に 変つ てし まう。 



前の 山み ちの 側面。 鰐の 広い 帽子に マントル を 着た 

影 はおの ずから 真つ すぐに 立ち上る。 尤も 立ち上つ 

ひげ 

てし まった 時 はもう 唯の 影で はない。 山羊の ように 髯 

を 伸ばした、 目の 鋭い 紅毛人の 船長で ある。 



4 

3 



この 山み ち。 「さん. せば すち あん」 は樟の 木の下に 

船長と 何 か 話して いる。 彼の 顔 いろは 重お もしい。 が、 



くちびる しばら 

船長 は 脣 に 絶えず 冷笑 を 浮かべて いる。 彼等 は暫 

く 話した 後、 一し よに 横み ちへ はいって 行く。 

5 

3 

海 を 見お ろした 岬の 上。 彼等 は そこに 佇んだ まま、 

何 か 熱心に 話して いる。 そのうちに 船長 は マントルの 

中から 望遠鏡 を 一 つ 出し、 「さん. せば すち あん」 に 「見 

てまね 

ろ」 と 云う 手真似 をす る。 彼 はちよ つと ためらった 後 

そうもく 

望遠鏡に 海の 上を視 いて 見る。 彼等の まわりの 草木 は 

勿論、 「さん • せ ばす ちあん」 の 法服 は 海風の 為にし つ 



きりなしに 揺らいで いる。 が、 船長の マントル は 動い 

ていない。 

6 

3 

望遠鏡に 映った 第一 の 光景。 何枚 も 画 を 懸けた 部屋 

の 中に 紅毛人の 男女が 二人 テ エブル を 中に 話して いる。 

ろうそく さかす き 

蠟燭の 光の 落ちた テ エブルの 上 に は 酒杯 や ギタァ や 

薔薇の 花な ど。 そこへ 又 紅毛人の 男が 一 人 突然 この 部 

屋の戸 を 押し あけ、 剣を抜いて はいって 来る。 もう 一 

人の 紅毛人の 男 も 咄嗟に テ エブル を 離れる が 早い か、 



剣を抜いて 相手 を 迎えよう とする。 しかしもう その 時 

に は 相手の 剣 を 心臓に 受け、 仰向けに 床の 上へ 倒れて 

まお 

しまう。 紅毛人の 女 は 部屋の 隅に 飛びの き、 両手に 頰 

を 抑えた まま、 じっと この 悲劇 を 眺めて いる。 

7 

3 

望遠鏡に 映った 第二の 光景。 大きい 書棚な どの 並ん 

だ 部屋の 中に 紅毛人の 男が 一 人 ぼんやりと 机に 向って 

いる。 電灯の 光の 落ちた 机の 上に は 書類 や 帳簿 や 雑誌 

など。 そこへ 紅毛人の 子供が 一人 勢よ く 戸 を あけて は 



いって 来る。 紅毛人 はこの 子供 を 抱き、 何度も 顔へ 

接吻した 後、 「あちらへ 行け」 と 云う 手真似 をす る。 子 

供 は 素直に 出て 行って しまう。 それから 又 紅毛人 は 机 

ひきだし 

に 向い、 抽斗から 何 か 取り出し たと 思う と、 急に 頭の 

まわりに 煙 を 生じる。 

8 

3 

望遠鏡に 映った 第三の 光景。 或 露西亜 人の 半身像 を 

据えた 部屋の 中に 紅毛人の 女が 一 人 せっせと タイプ ラ 

イタ ァを 叩いて いる。 そこへ 紅毛人の 婆さんが 一人 静 



かに 戸 を あけて 女に 近より、 一 封の 手紙 を 出しながら、 

「読んで 見ろ」 と 云う 手真似 をす る。 女 は 電灯の 光の 

+6 ザ 

中に この 手紙へ 目を通す が 早い か、 烈しい ヒス テリ ィ 

あつ ナ 

を 起して しまう。 婆さん は 呆気に とられた まま、 あと 

ゆ 

ず さりに 戸口へ 退いて 行く。 

9 

3 

望遠鏡に 映った 第 四の 光景。 表現 派の 画に 似た 部屋 

の 中に 紅毛人の 男女が 二人 テ エブル を 中に 話して いる。 

じょうご 

不思議な 光の 落ちた テ エブルの 上 に は 試験管 や 漏斗 や 



吹 皮な ど。 そこへ 彼等よりも 背の 高い、 紅毛人の 男の 

人形が 一 つ 無気味に も そっと 戸 を 押し あけ、 人工の 花 

束 を 持って はいって 来る。 が、 花束 を 渡さない うちに 

機械に 故障 を 生じた と 見え、 突然 男に 飛び かかり、 無 

造作に 床の 上に 押し倒して しまう。 紅毛人の 女 は 部屋 

まお 

の 隅に 飛びの き、 両手に 頰を 抑えた まま、 急に とめど 

なしに 笑い はじめる。 

o 

望遠鏡に 映った 第五の 光景。 今度 も 亦 前の 部屋と 変 



り はない。 唯 前と 変って いるの は 誰も そこにい ない こ 

とで ある。 そのうちに 突然 部屋 全体 は 凄まじい 煙の 中 

に 爆発して しまう。 あと は 唯一 面の 焼 野原ば かり。 が、 

それ も 暫くす ると、 一本の 柳が 川の ほとりに 生えた、 

草の 長い 野原に 変リ はじめる。 その 又 野原から 舞い 上 

しらさぎ 

る、 何 羽と も 知れない 白鷺の 一群。 

4 

前の 岬の 上。 「さん. せば すち あん」 は 望遠鏡 を 持ち、 

何 か 船長と 話して いる。 船長 はちよ つと 頭 を 振り、 空 



の 星 を 一 つと つて 見せる。 「さん • せ ばす ちあん」 は 身 

あわ 

をす さらせ、 慌てて 十字 を 切ろうと する。 が、 今度 は 

切れない らしい。 船長 は 星 を 手の平に のせ、 彼に 「見 

ろ」 と 云う 手真似 をす る。 

2 

4 

ぢもむ 

星 をのせ た 船長の 手の平。 星 は 徐ろに 石ころに 変 

リ、 石ころ は 又 馬 鈴薯に 変り、 馬 鈴薯は 三度 目に 蝶に 

変り、 蝶 は 最後に 極く 小さい 軍服 姿の ナポレオンに 

変って しまう。 ナポレオン は 手の平の まん 中に 立ち、 



ちょっと あたり を 眺めた 後、 くるりと こちらへ 背中 を 

向ける と、 手の平の 外へ 小便 をす る。 



3 

4 



前の 山み ち。 「さん. せば すち あん」 は 船長の あと か 

らす) J す) J そこへ 帰つ て 来る。 船長 はちよ つ と 立ち ど 

まり、 丁度 金の 輪で も はずす ように 「さん • せば すち 

くす 

あん」 の 円光 をと つてし まう。 それから 彼等 は 樟の木 

の 下にもう 一度 何 か 話し はじめる。 みちの 上に 落ちた 

円光 は 徐ろに 大きい 瞎 中 時計になる。 時刻 は 二 時 三十 



前の カツ フエの 床。 床の 上に は 靴 を はいた 足が 幾つ 

も 絶えず 動いて いる。 それ 等の 足 は 又い つの 間に か 馬 

の 足 や 鶴の 足 や 鹿の 足に 変って いる。 

7 

4 

きんぼたん 

前の カツ フエの 隅。 金 鈕の服 を 着た 黒人が 一人 大 

きい 太鼓 を 打って いる。 この 黒人 も 亦い つの 間に か 一 

本の 樟の 木に 変って しまう。 



前の 山み ち。 船長 は 腕 を 組んだ まま、 樟の 木の 根 も 

とに 気 を 失った 「さん. せば すち あん」 を 見お ろして 

いる。 それから 彼 を 抱き起し、 半ば 彼 を 引きずる よう 

ほらあな 

に 向う の 洞穴 へ 登って 行く。 



前の 洞穴の 内部。 但し 今度 も 外部に 面して いる。 月 

の 光 はもう 落ちて いない。 が、 彼等の 帰って来た 時に 



はおの ずから あたり も 薄明る くな つてい る。 「さん- 

せ ばす ちあん」 は 船長 を 捉え、 もう 一 度 熱心に 話し か 

ける。 船長 はや はり 冷笑した きり、 何とも 彼の 言葉に 

答えない らしい。 が、 やっと 二 こと 三 こと しゃべる と 

未だに 薄暗い 岩の かげ を 指さし、 彼に 「見ろ」 と 云う 

手真似 をす る。 

o 

5 

洞穴の 内部の 隅。 顋髯の ある 死骸が 一 つ 岩の 壁に よ 

りか かってい る。 



5 

かみ はんしん 

彼等の 上半身。 「さん • せば すち あん」 は 驚き や 恐れ 

を 示し、 船長に 何 か 話しかける。 船長 は 一 こと 返事 を 

する。 「さん • せ ばす ちあん」 は 身 をす さらせ、 慌てて 

十字 を 切ろうと する。 が、 今度 も 切る こと は 出来ない 

2 

5 



Jud ひ s 



3 

5 

前の 死骸 —— ュダの 横顔。 誰かの 手 はこの 顔 を 捉え、 

マッサ アジ をす るよう に 顔 を 撫でる。 すると 頭 は 透明 

になり、 丁度 一枚の 解剖 図の ように ありあり と 脳髄 を 

露して しまう。 脳髄 は 始めは ぼんやりと 三十 枚の 銀 

を 映して いる。 が、 その上に いつの 間に か それぞれ 

あざけ あわれ 

嘲り や 憐みを 帯びた 使徒た ちの 顔 も 映って いる。 の 

みならず それ 等の 向う に は 家 だの、 湖 だの、 十字架 だ 

の、 猥褻な 形 をした 手 だの、 橄欖の 枝 だの、 老人 だの、 



—— いろいろの もの も 映って いるら しい。 

4 

5 

前の 洞穴の 内部の 隅。 岩の 壁に よりかかった 死骸 は 

徐ろに 若くな り はじめ、 とうとう 赤 児に 変って しまう 

しかし この 赤 児の 顋 にも 顋髯 だけ はちゃん と 残って い 



赤 児の 死骸の 足の うら。 どちらの 足のう らもまん 中 

に 一輪ず つ 薔薇の 花 を 描いて いる。 けれども それ 等 は 

見る見る うちに 岩の 上 へ 花びら を 落して しまう。 



かみ はんしん いよいよ 

彼等の 上半身。 「さん. せば すち あん」 は 愈 興奮し、 

何 か 又 船長に 話しかける。 船長 は 何とも 返事 をし ない。 

ほ とん 

が、 殆ど 厳粛に 「さん. せば すち あん」 の 顔 を 見つめ 

ている。 



半ば 帽子の かげに なった、 目の 鋭い 船長の 顔。 船長 

は 徐ろに 舌 を 出して 見せる。 舌の 上に は スフィンクス 

が 一 匹。 

8 

5 

ほらあな 

前の 洞穴の 内部の 隅。 岩の 壁に よりかかった 赤 児の 

死骸 は 次第に 又 変り はじめ、 とうとう ちゃんと 肩車 を 

した 二 匹の 猿に なって しまう。 



前の 洞穴の 内部。 船長 は 「さん . せば すち あん」 に 

熱心に 何 か 話しかけ ている。 が、 「さん. せば すち あん」 

は 頭 を 垂れた まま、 船長の 言葉 を 聞かずに いるら しい。 

船長 は 急に 彼の 腕 を 捉え、 洞穴の 外部 を 指さ しながら、 

彼に 「見ろ」 と 云う 手真以 をす る。 



月の 光 を 受けた 山中の 風景 

「磯 ぎんち やく」 の 充満した、 

くらげ 

まう。 空中に 漂う 海月の 群。 

い、 あとに は 小さい 地球が 一 

いる。 

6 



。 この 風景 はおの ずから 

嶮 しい 岩 むらに 変って し 

しかし それ も 消えて しま 

やみ 

つ 広い 暗の 中に まわ つ て 



広い 暗の 中に まわって いる 地球。 地球 はま わるの を 

緩める のに 従い、 いっか オレンジに 変って いる。 そこ 

へ ナイフが 一 つ 現れ、 真二つに オレンジ を截 つてし ま 



う。 白い オレンジの 截断面 は 一本の 磁針 を 現して いる。 



かみ はんしん 

彼等の 上半身。 「さん. せば すち あん」 は 船長に す 

がった まま、 じっと 空中 を 見つめて いる。 何 か 狂人に 

まつげ 

近い 表情。 船長 はや はり 冷笑した まま、 睫毛 一 つ 動か 

さない。 のみならず 又 マントルの 中から 髑髏 を 一 つ 出 

して 見せる。 



ひとりむ し 

船長の 手の 上に 載った 髑髏。 髑髏の 目から は 火 取 虫 

がー つ ひらひらと 空中へ 昇って 行く。 それから 又 三つ、 

二つ、 五つ。 

4 

6 

前の 洞穴の 内部の 空中。 空中 は 前後左右に 飛び かう 

無数の 火 取 虫に 充ち 満ちて いる。 

5 

6 



7 

6 



岩の 上に 倒れて しまった 「さん. せば すち あん」 の 

しもはんしん 

下半身。 彼の 手 は 体 を 支えながら、 偶然 岩の 上の 十字 

架 を 捉える。 始めは 她 何にも 怯ず 怯ず と、 それから 又 

急に し つ かりと。 



十字架 を かざした 「さん • せば すち あん」 の 手。 



後ろ を 向いた 船長の 上半身。 船長 は 肩 越しに 何 か を 

うか か 

窺い、 失望に 満ちた 苦笑 を 浮べる。 それから 静かに 

あごひげ な 

顋髯を 撫でる。 

o 

7 

前の 洞穴の 内部。 船長 はさつ さと 洞穴 を 出、 薄明る 

い 山 みちを 下って 来る。 従って 山み ちの 風景 も 次第に 

下へ 移って 来る。 船長の 後ろから は 猿が 二 匹。 船長 は 



樟の 木の 下へ 来る と、 ちょっと 立ち止まって 帽を とり、 

じ ぎ 

誰か 見えない ものに お 時宜 をす る。 

7 

前の 洞穴の 内部。 但し 今度 も 外部に 面して いる。 

し つ かり 十字架 を 握った まま、 岩の 上に 倒れて いる 「さ 

おもむ 

ん • せば すち あん」。 洞穴の 外部 は 徐ろに 朝日の 光 を 

ほの 

仄めかせ はじめる。 



斜めに 上から 見お ろした 岩の 上の 「さん • せば すち 

まお 

あん」 の 顔。 彼の 顔 は頰の 上へ 徐ろに 涙 を 流し はじめ 

る、 力の ない 朝日の 光の 中に。 

3 

7 

前の 山み ち。 朝日の 光の 落ちた 山み ち はおの ずから 

又もとの ように 黒い テ エブルに 変って しまう。 テ エブ 

ルの 左に 並んで いるの はス ペイドの 一 や 画 札ば かり。 



後記。 「さん . せば すち あん」 は 伝説 的 色彩 を 帯びた 

てんしゅきょうと うら かわ わさぶろう 

唯一 の 日本の 天主教 徒で ある。 浦 川 和 三 郎氏著 「日 

本に 於け る 公教会の 復活」 第 十八 章 参照。 
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